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１
　
所
在
地
　
　
　
宮
城
県
伊
具
郡
丸
森
町
字
城
東

２
　
調
査
期
間
　
　
一
一〇
〇
二
年

（平
１４
）
六
月
―

一
二
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
丸
森
町
教
育
委
員
会

４
　
調
査
担
当
者
　
伊
藤
博
道

５
　
遺
跡
の
種
類
　
集
落
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
平
安
時
代
―
近
世

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

大
古
町
遺
跡
は
阿
武
隈
川
の
自
然
堤
防
上
に
位
置
す
る
遺
跡
で
、
調
査
地
は

九
森
町
の
中
心
部
よ
り
東
に
約

一
・
五
ｋｍ
の
、
国
道

一
一
三
号
線
の
南
側
に
位

置
し
て
い
る
。
調
査
は
こ
の
国

道

一
一
三
号
線
改
良
工
事
に
伴

う
も
の
で
、
二
〇
〇
二
年
度
か

ら
実
施
し
て
い
る
。
平
安
時
代

か
ら
近
世
に
か
け
て
の
複
合
遺

跡
で
あ
る
が
、
今
回
の
調
査
で

働

検
出
し
た
遺
構
は
、
室
町
時
代

角

か
ら
近
世
に
か
け
て
の
も
の
が

中
心
で
あ
る
。
二
〇
〇
二
年
度

の
調
査
区
は
三
地
点
あ
り
、
木
簡
が
出
土
し
た
調
査
区
は
、
東
西
約
五
〇
ｍ
南

北
約

一
五
ｍ
、
面
積
は
約
七
五
〇
話
で
あ
る
。
検
出
し
た
遺
構
と
し
て
は
、
掘

立
柱
建
物

・
竪
穴
住
居

・
溝

・
井
戸
な
ど
が
あ
る
。
木
簡
は
、
井
戸
Ｓ
Ｅ
人
か

ら

一
点
出
土
し
た
。

井
戸
Ｓ
Ｅ
人
は
、
調
査
区
の
南
東
部
で
検
出
さ
れ
、
直
径
約
二

。
二
ｍ
深
さ

約

一
ｍ
の
円
形
の
素
掘
り
の
井
戸
で
あ
る
。
出
土
遺
物
は
、
木
簡
の
他
に
、
土

師
器

・
須
恵
器
の
小
破
片
、
漆
椀
が
あ
る
。

８
　
木
簡
の
釈
文

。
内
容

ほ
ぼ
完
形
の
板
目
材
で
、
制
札
の
類
と
考
え
ら
れ
る
木
簡
で
あ
る
。
上
部

（文
字
の
方
向
。
以
下
同
じ
）
は
釣
鐘
状
に
整
形
さ
れ
、
中
央
に
穿
孔
が
施
さ
れ
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2002年 出土の木簡

て
い
る
。
こ
れ
は
、
釘
で
打
ち
付
け
た
り
、
紐
状
の
も
の
で
吊
し
た
り
し
て
掲

示
す
る
た
め
の
も
の
で
あ
ろ
う
。
文
字
は
木
日
と
直
交
す
る
方
向
に

一
二
行
書

か
れ
て
い
る
が
、
遺
存
状
況
は
あ
ま
り
よ
く
な
く
、
墨
が
流
れ
辛
う
じ
て
墨
書

の
あ
っ
た
部
分
の
盛
り
上
が
り
で
確
認
で
き
る
文
字
が
多
い
。
第

一
行
に

「法

度
」
と
し
て
題
目
を
記
し
、
こ
れ
に
続
く
第
二
行
か
ら
第
八
行
に
具
体
的
な
禁

制
の
本
文
、
第
九
行
か
ら
第

一
一
行
に
施
行
文
言
、
最
終
行
に
日
付
と
花
押
と

い
う
構
成
を
と
る
。
本
文
の
釈
読
は
断
片
的
に
と
ど
ま
り
文
意
は
取
り
難
い
が
、

第
六
行
の

「也
」
の
下
は
余
白
に
な
っ
て
お
り
、
次
の
行
の
頭
に

一
つ
書
き
が

あ
る
。
こ
れ
よ
り
前
の
部
分
が
こ
の
禁
制
が
出
さ
れ
た
経
緯
、　
一
つ
書
き
の
あ

る
第
七

・
八
行
が
禁
制
そ
の
も
の
の
内
容
を
書
い
た
部
分
と
考
え
ら
れ
る
。

な
お
、
釈
読
に
あ
た
っ
て
は
、
東
北
歴
史
博
物
館
の
手
塚
均
氏

・
籠
橋
俊
光

氏

。
塩
田
達
也
氏
、
奈
良
文
化
財
研
究
所
の
綾
村
宏
氏

・
吉
川
聡
氏

・
馬
場
基

氏

・
山
本
崇
氏

・
渡
辺
晃
宏
氏
の
ご
教
示
を
得
た
。
ま
た
、
写
真
は
奈
良
文
化

財
研
究
所
の
中
村

一
郎
氏
の
撮
影
に
よ
る
。

９
　
関
係
文
献

九
森
町
教
育
委
員
会

『大
古
町
遺
跡
』
（九
森
町
文
化
財
調
査
報
告
書
一
七
、
二

〇
〇
三
年
）

（伊
藤
博
道
）

(赤外線デジタル斜光写真)




